
平成２８年度 

第１回 倉渕地域振興協議会 次第 

日  時：平成２８年７月２１日（木） 

午後１時３０分～ 

場  所：倉渕支所３階 倉渕公民館活動室 

１ 開  会 

２ 挨  拶 

３ 議  事 

（１）倉渕地域に関わる事業報告について  資料１ 

（２）倉渕地域のまちづくりに関する意見について  資料２ 

４ 連絡事項 

５ 閉  会 

＜配布資料＞ 

資料１ 倉渕地域に関わる事業報告一覧  

資料２ 倉渕地域のまちづくりに関する意見一覧 

参考資料 平成２８年度 当初予算の概要 



倉渕地域に関わる事業報告一覧 

ページ 事 業 名 
所  属 

（支  所） 

１ 旧川浦小再整備事業 
企画調整課 

（地域振興課） 

２ くらぶち小栗の里指定管理事業 
観光課 

（地域振興課） 

３ ～ ４ 
倉渕太陽光発電事業 

（美洲カントリー倶楽部跡地） 

産業・流通基盤整備室 

（地域振興課） 

（農林建設課） 

５ ～ ９ 移住・定住を促進するための取り組み 

建築住宅課 

（農林建設課） 

企画調整課 

（地域振興課） 

１０ ～ １１ 橋りょう再整備事業 
土木課 

（農林建設課） 

１２ ～ １５ 簡易水道整備事業 

水道局 

経営企画課 

（農林建設課） 

資料１





倉渕地域に関わる事業報告書 

平成２８年６月３０日現在 

事務事業名 旧川浦小再生整備事業 
所属 

（支所） 

総務部 企画調整課 

(倉渕支所地域振興課)

実施期間 平成 28年度～平成 30年度 事業の種類 ハード・ソフト事業 

【事業概要】 

対 象 市内をはじめとする全国の小学生・中学生 

実施目的 具体的手段 そ の 他 

旧川浦小の利活用と倉渕地域

の活性化等の観点から、小中学

生を対象とする山村留学施設「く

らぶち英語村（仮称）」を整備す

る。 

旧川浦小跡地に留学生たちの

生活拠点となる寄宿舎等を整

備する。ネイティブスピーカーた

ちと英語で日常生活を送る中

で、実践的な英語力を身に付

けてもらう。 

平成２８年度中に老朽化した旧

幼稚園舎やプール等の解体、

平成２９年度に施設整備を実施

する。 

平成３０年４月に開設予定。 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２７年度事業実績 

合計 

国 

県 

地方債 

その他 

一般 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
２８年度事業予定 

合計 3,050 ・英語村整備（寄宿舎等の建設）に係る設計（６月補正予算対応） 

・学校付帯施設（校舎及び体育館以外）の解体（６月補正予算対応） 

・実施するソフト事業（英語教育、体験活動等）の調査、研究 

・事業実施に係る人材確保 

・その他事業実施に必要な調整 

国 

県 

地方債 

その他 

一般 3,050
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倉渕地域に関わる事業報告書 

平成２８年６月３０日現在 

事務事業名 くらぶち小栗の里指定管理事業 
所属 

（支所） 

商工観光部 観光課 

(倉渕支所地域振興課)

実施期間 平成 26年度～ 事業の種類 ソフト事業 

【事業概要】 

対 象 市民、観光客 

実施目的 具体的手段 そ の 他 

市民や観光客が、憩い楽しめる

倉渕地域の情報発信基地の要

素をもった拠点施設を整備し地

域の活性化を図る。 

民間事業者等のノウハウ活用を

目的とした指定管理者制度を

活用し施設の管理運営を行う。 

Ｈ26.4.4  
道の駅登録（高崎市初） 

Ｈ26.4.26 
「くらぶち小栗の里」オープン 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２７年度事業実績 

合計 20,000 20,000
年間入場者数            583,745人 
多目的ホール等の施設利用者数  4,653人 

平成２７年度末までの累計入場者数  1,095,490人 

※平成２８年１月に開館からの通算入場者１００万人を達成 

２月に来場者１００万人達成記念セレモニーを実施 

国 

県 

地方債 

その他 

一般 20,000 20,000

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
２８年度事業予定 

合計 20,000 高崎市等がくらぶち小栗の里で実施する予定の事業 

（多目的ホール） 

６月 企画文化事業 『新緑の会』 

    「ぐんま緑の県民基金」関連事業 倉渕親子自然体験ツアー 

８月 くらぶちの夏祭り 

１０月 企画文化事業 『群響×倉渕中学校音楽部ジョイントコンサート』 

くらぶち長寿ふれあいの集い 

１１月 くらぶちやまなみ祭 

１月 高崎市倉渕地域成人式 

２月 まちなか音楽活動事業 『倉渕ざぶとん音楽祭』 

（展示室） 

   小栗上野介企画展、くらぶちの道祖神企画展、豊田一男作品展、 

倉渕の写真コンテストほか 

国  

県 

地方債 

その他 

一般 20,000
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倉渕地域に関わる事業報告書 

平成２８年６月３０日現在 

事務事業名 
倉渕太陽光発電事業 

（美州カントリー倶楽部跡地） 

所属 

（支所） 

都市整備部 

産業・流通基盤整備室 

(倉渕支所地域振興課)

(倉渕支所農林建設課)

実施期間 平成 25年度から 23年間 事業の種類 民間事業 

【事業概要】 

対 象 高崎市倉渕町水沼地内の大規模遊休地（美州カントリー倶楽部跡地） 

実施目的 具体的手段 そ の 他 

大規模未利用地（ゴルフ場跡

地）の利活用を推進。 

民間資本を活用した発電総量

8,000ｋｗの太陽光発電施設を

整備し、併せて地域貢献施設を

整備する。 

民間事業者により、運動施設

（サッカーグラウンド 1 面、管理

施設、トレイルランニングコース）

の整備と第１期として桜200本を

植樹する。 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２７年度事業実績 

合計 ・造成工事 

・太陽光パネル設置工事 

・電気設備工事（電線施設、受電変電設備） 
国 

県 

地方債 

その他 

一般 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
２８年度事業予定 

合計 ・造成工事 

・太陽光パネル設置工事 

・法面緑化工事 

・フェンス設置工事 

・地域貢献施設整備 

サッカーグラウンドの整備 

トレイルランニングコースの整備 

管理棟の整備 

桜の植樹 

・竣工（平成 29年 3 月予定） 

・売電開始（売電期間：20年）

国 

県 

地方債 

その他 

一般 
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倉渕地域に関わる事業報告書 

平成２８年６月３０日現在 

事務事業名 移住・定住を促進するための取り組み 
所属 

（支所） 

建設部 建築住宅課 

(倉渕支所農林建設課)

総務部 企画調整課 

（倉渕支所地域振興課）

実施期間 
空き家緊急総合対策事業：平成 26年度～ 
移住促進資金利子補給金制度：平成 28年度～ 事業の種類 ソフト事業 

【事業概要】 

対 象 倉渕・榛名・吉井地域 

実施目的 具体的手段 そ の 他 

倉渕・榛名・吉井地域の人口減

少対策の一環として、同地域の

移住・定住を促進する。 

・空き家緊急総合対策事業 

・移住促進資金利子補給金制度

・空き家緊急総合対策事業： 
空き家を住居として借りる場合、

家賃の一部を助成 

・移住促進資金利子補給金制度： 
移住・定住するための住居取得

に際して受けた融資の利子５年

分を全額補給 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２７年度事業実績 

合計 100，000 159,563 空き家緊急総合対策事業 235件（倉渕地域 4件） 
そのうち、制度７ 家賃の一部助成 （※） 0件 

  ※…Ｐ７参照 

国 

県 

地方債 

その他 

一般 100，000 159,563 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
２８年度事業予定 

合計 101,800 空き家緊急総合対策事業     100,000千円 
移住促進資金利子補給金制度   1,800千円 

国 

県 

地方債 

その他 

一般 101,800
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6

（4/18～）　　 （1～2ヶ月程度）

空き家の管理、解体、活用を支援します！

空き家のまま管理したい 

老朽化した空き家を解体したい 

＜助成制度の手続きのイメージ＞ 



7

新制度　空き家を事務所・店舗として活用したい 

空き家を活用したい 
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倉渕地域の事業推進状況報告書 

平成２８年３月３１日現在 

事務事業名 橋りょう再整備事業
所 管
（ 支 所 ）

建設部土木課
（農林建設課）

実 施 期 間 平成 19年度～平成 29年度 事業の種類 ハード事業

【事業概要】

対 象 橋りょう再整備事業

実施目的 具体的手段 そ の 他

新潟中越地震で、橋りょうの
耐震補強の重要性が示され
たことから、橋りょうの再整
備を行い、大規模地震等の災
害に強いまちを構築する。

現行の耐震基準に適合するよ
うに既存の橋りょうの耐震補
強化を図るとともに、老朽化
した橋りょうの更新を行な
う。

架設年次が昭和 55年以前で
橋長 15ｍ以上の橋りょう数
229橋

【事業実施状況】

区分
(千円) 

当 初
予算額

決算
見込額 平成２７年度事業実績

合計 114,063 42,782 
・本線橋 下部工（左岸橋台）

・電気工作物移転国 55,000 22,000 
県 － － 

地方債 － － 

その他 － － 

一般 59,063 20,782 

【事業予定】

区分
(千円) 

当 初
予算額 平成２８年度事業予定

合計 221,563 
・本線橋 上部工

・電気工作物移転国 110,000 
県 － 

地方債 － 

その他 － 

一般 111,563 
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Ｈ２８ 施工箇所

倉渕中学校

仮橋 

倉渕町権田 

工事名：烏川橋改築工事（上部工） 

場所：倉渕町川浦・権田地内 

1
1



倉渕地域の事業推進状況報告書 

平成２８年３月３１日現在 

事務事業名 簡易水道整備事業
所 管

（ 支 所 ）
水道局経営企画課
（農林建設課）

実 施 期 間 平成 18年度～平成 29年度 事業の種類 ハード事業

【事業概要】

対 象 簡易水道整備事業

実施目的 具体的手段 そ の 他

簡易水道の安定供給を図る。 簡易水道施設の整備及び維持
管理を行う。

簡易水道事業
・倉渕支所管内５事業
・箕郷支所管内２事業
・榛名支所管内８事業

【事業実施状況】

区分
(千円) 

当 初
予算額

決算
見込額 平成２７年度事業実績

合計 123,140 110,340 施設整備
・川浦西簡易水道（川浦鷹ノ巣）監視装置設置工事

維持管理
・簡易水道施設
（中部・三ノ倉・川浦・川浦西・相満）

国 － － 

県 － － 

地方債 － － 

その他 73,886 69,572 
一般 49,254 40,768 

【事業予定】

区分
(千円) 

当 初
予算額 平成２８年度事業予定

合計 120,594 施設整備
・三ノ倉簡易水道 第３配水池配水流量計交換工事
・三ノ倉簡易水道 第４配水池配水流量計交換工事
・相満簡易水道 配水池配水流量計交換工事

維持管理
・簡易水道施設（中部・三ノ倉・川浦・川浦西・相満）

国 － 

県 － 

地方債 － 

その他 73,426 
一般 47,168 
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倉渕地域のまちづくりに関する意見一覧

倉渕支所 地域振興課

資料２





- 1 - 

□倉渕地域のまちづくりに関する意見 
内容区分 № 意  見  回   答  

新規就農者の受け入れに

ついて 

１ 倉渕地域の人口は１年間に約 100 人減ってい

る。10 年後は 65 歳以上が 2,000 人を超え、危機

感を持って対策をしないと消滅する集落も出てく

ると思う。 

くらぶち草の会についても、会員の年齢構成を

みると、10 年後にはかなり高齢化が進み、出荷

物がまとまらなくなるという心配がある。 

今年から、首都圏に住んでいる農業をやりたい

人を積極的に受け入れるため、東京で開催され

る就農相談会の全てに参加を予定しているの

で、高崎市にも相談会に参加していただき、新規

就農者を呼び込める体制を整えていただきたい。 

（佐藤 茂委員） 

高校生等の通学支援補助

制度について 

２ 倉渕は、どこの高校に通うにも遠距離通学とな

り、親の経済的負担は大きなものになっている。 

現在の通学支援補助制度では、自家用車で

の送迎、バス、スクールバスと乗り継いで通う高校

生等の場合、公共交通機関の２万円を超える分

は僅かとなり、申請をしていない保護者もいる。 

倉渕から通う高校生が、安心して通学し、勉学

に打ち込めるよう、そしてより多くの保護者が申請

できるよう、制度の見直しをお願いしたい。 

（吉森 健二委員） 



- 2 - 

内容区分 № 意  見  回   答  

倉渕の水の販売について ３ 倉渕の簡易水道では、地下から汲み上げた水

のうち、家庭等で使用しなかった分は河川に流し

ていると聞いた。 

倉渕の水は美味しいと言われており、地域外

からわざわざ湧水を汲みに来る人もいる。 

ペットボトルの水を購入して飲む人が増えてい

るので、倉渕の美味しい水を地域の PR も兼ねて

販売する仕組みを検討してはどうか。 

（塚越 正平委員） 

農産物のブランド化による

全国発信について 

４ 道の駅「くらぶち小栗の里」が出来てからは、

生産者誰もが丹精込めた野菜や米などの農産

物を出荷できる環境が整い大変有難く感じてい

るし、農業に対する愛着と農業への希望も生まれ

ている。 

倉渕産の農産物は全国に発信しても恥ずかし

くない素晴らしい農産物も存在していると思う。 

全国に発信できる農産物を特定し全農業者

参加型の行政支援を含めた「オール倉渕でのブ

ランド化」へ向けた対策と取り組みによって、産地

化による地域振興が出来れば素晴らしいと思う。 

 （戸塚 光久委員） 



平成２８年度　第１回倉渕地域振興協議会におけるまちづくりに関する意見一覧　　　[平成２８年７月２１日開催]

倉渕地域のまちづくりに関する意見・回答
内容区分 NO 意　　　見 回　　　答

新規就農者の受け入れに
ついて

1 　首都圏に住んでいる農業をやりたい人を積極的に受け入れるた
め、東京で開催される就農相談会に高崎市の担当者も参加して
欲しい。

　本市では、６次産業化への支援などを実施することで、農業者
の所得及び雇用の拡大による地域活力向上に積極的に取り組ん
でおり、新規就農者にとっても、より魅力的で、かつその受け皿と
なりうる環境が整っていくものと考えている。
　就農相談会等への参加も含め、新規就農者確保の方策につい
て引き続き検討していく。

高校生等の通学支援補助
制度について

1 　倉渕は、どこの高校に通うにも遠距離通学となり、親の経済的負
担は大きなものになっている。
　現在の通学支援補助制度では、自家用車での送迎、バス、ス
クールバスと乗り継いで通う高校生等の場合、公共交通機関の２
万円を超える分は僅かとなり、申請をしていない保護者もいる。
　倉渕から通う高校生が、安心して通学し、勉学に打ち込めるよ
う、そしてより多くの保護者が申請できるよう、できれば制度の見
直しをお願いしたい。

　制度設計時に、市内の高校生の通学状況を調査し、バランスを
考え２万円という金額を設定した。
　教育委員会に通学状況のデータは揃っているので、もう一度整
理し、できることがあれば対応していきたい。

倉渕の水の販売について 1 　倉渕の水は美味しいので、商品化出来ればと常々考えていた。
また、豊富な水を利用し、倉渕でメロンやスイカ等の水耕栽培をビ
ニールハウスで行えば、有害鳥獣対策もでき、良いのではない
か。

　水の販売については、市役所ではなく企業に相談していただき
たい。魅力的な提案なので、ぜひ挑戦していただきたい。

農産物のブランド化による
全国発信について

1 　倉渕産の農産物の中から全国に発信できる農産物を特定し、全
農業者参加型の「オール倉渕でのブランド化」を目指す取り組み
をしてはいかがか。

　昨年度から「農業者新規創造活動支援事業補助」を創設し、6
次産業化や農畜産物のブランド化の支援に取り組んでおり、倉渕
地域でもこの制度を活用し、新品種の栽培にチャレンジする生産
者や新たな加工品の開発に積極的に取り組む生産者が増えてい
る。
　引き続き、倉渕地域の個性を大切にしたブランド力の向上に資
する支援に努めていきたい。
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